
１．事業内容

本市では「全国学力・学習状況調査」及び「大阪市子どもの生活に関する実態調査」の

結果等から、課外学習時間の短さが課題として現れており、各学校内での取組みだけでな

く、課外学習の充実が求められている。これら課題解決に向け、平成29年９月より大正区

内の中学生を対象に民間事業者による学習支援のノウハウを活用した「つつじ塾」を大正

中央中学校で実施し、基礎学力の向上及び学習習慣の形成を図っている。

令和５年11月からは、泉尾北小学校において小学５･６年生を対象にモデル事業として課

外学習支援事業をスタートし、令和６年度においては４小学校で実施している。

※「大阪市塾代助成事業」で交付されているバウチャー（塾代助成カード）でも受講可能。

なお、令和６年10月利用分から所得制限が撤廃されている。

２．事業目標

参加者アンケートにより、

・小学生は参加前よりも学ぶことが楽しくなったと回答した割合：70％以上

・中学生は学校の授業（国・数・英）がわかるようになったと回答した割合：70％以上

令和７年度「民間事業者を活用した課外学習支援事業」
（つつじ塾）について

【書類番号４】
大正区役所保健福祉課（こども・教育Ｇ）
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３．令和６年度の実施状況
（１）４小学校

「つつじ塾に参加する前より、学ぶことは楽しくなったか」に対する回答について
（中間アンケートより）

・実施校：泉尾東小学校、泉尾北小学校、平尾小学校、小林小学校
・対象：各小学校に在籍する５・６年生
・学習内容：①基礎学力の定着、学力を向上させる内容

国語・算数（※小学６年生は３学期以降に「英語」指導が追加）
②学ぶ楽しさを実感できる内容（特別講座の実施）
理科実験講座（小５･６）：「空気砲」で空気のチカラを楽しく学ぶ
中学準備講座（小６）：1学期中間テストまでの範囲を先取り学習

・受講数：週２コマ月額5,000円
・受講人数(１月末時点)

①泉尾東小学校：９人（定員：20名程度）、②泉尾北小学校：４人（30名程度）
③平尾小学校：７人（定員：30名程度）、④小林小学校：１人（30名程度）
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９月に実施した中間アンケート
では、「楽しくなった」、「少
し楽しくなった」と回答した児
童の割合は５５％と半数は超え
ているが、目標の７０％を達成
できるよう、引き続き受託事業
者と連携を図りながら、支援を
行っているところである。
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（２）中央中学校
「学校の授業の理解度（英語・国語・数学）」について（中間アンケートより）

・対象：大正区在住の中学１～３年生
・学習内容：①基礎学力の定着、学力を向上させる内容

国語・算数・英語
②特別講座の実施
定期テスト対策（全学年）、オンライン自習室（全学年）、
入試対策講座（中学３年生）

・受講料：週２日（４コマ）月額10,000円、週１日（２コマ）月額5,000円
・受講人数（１月末時点）：30人（定員：各コースとも30名程度）

初回アンケートでは、３教科の理解度は「十分理解できている」、「理解できてい
る」を合わせて約２０％～３０％ほどであったが、９月に実施した中間アンケートで
は、約７０％～８０％に向上しており、この時点で目標の７０%に到達している。



４．令和５年度の実施状況【参考】
（１）モデル事業（泉尾北小学校）

・受講生：３人
・アンケート結果

☆学校の授業以外の１日の勉強時間について
初回アンケートでは、１人が30分より少ない、２人がまったくしないと回答していたが、終

了時アンケートでは、全員が１～２時間勉強するようになったと回答しており、学習習慣の定着
が窺える。

＜受講者の声＞
            〇ちょっとだけど算数ができるようになった。

〇算数の宿題が１人でできるようになった。
〇学校の宿題がきっちり提出できるようになった。
〇学校の授業以外での勉強時間が増えた。
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（２）大正中央中学校
・受講生：33人
・学力テスト推移

☆つつじ塾に参加したことにより、参加前よりも学校の授業が分かりやすくなったかの質問に対
して、９割の生徒が「よくわかるようになった」、「どちらかといえばわかりやすくなった」
と回答しており、学習理解度の向上が窺える。

☆勉強の仕方はわかるようになっているかの質問に対して、「わかる」、「だいたいわかる」が
初回アンケート66.7%⇒終了時アンケート90%という結果となっており、
学習習慣の定着に寄与している。

＜受講者の声＞
〇勉強は好きではないが、楽しかった。
〇学校でわからなかったところがわかるようになった。
〇前に通っていた塾よりもつつじ塾の方が良かった。
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